
































































































切榎の歴史的展開をトレースした長沢利明は、 「このように『縁切何々』とよばれる神仏や樹木・岩石・橋などはいろいろな所にありそれらは概して特別な意味を帯びた地点であり」 、 「その神聖性に対する畏怖、ある 不浄性から回避のためのタブーがしかれてい 」 、 「樹齢を重
八ねた老木・巨木などはすでにそのような存在であり」 、 「板橋の縁切榎も『縁つきいやの坂』という語呂あわせから」 、 「特別な地位を与えられてきた」と結論づけている
（９）
。長沢の論に特に異





























































大木に御座候処、何の頃より誰申共なく榎木槻木いわの坂をゑんつきいわの坂と申習わし、此処を縁女聟入等の者通り候へば、必縁短く御座候由申来り、近在の者は不及申、承及候程の者、縁辺之者一切通り不申候。木の前に七五三など張置 候。委細の儀、彼処之者能存知可申候。下々の俗に申候儀何共 上 も、恐多奉存候へ も偏に只幾千代も御長久、御繁栄を奉仰願 故 乍恐右之段御注進申上 云々















































る風情して、双方へたち分る姿を画きしは、不仁の志願も叶ふと見えたり。又、大酒を好み癖あ 上戸に、此榎の皮を水より別煎にし、酒へ和して飲しむれば、忽然と酒を嫌ひ、性質下戸にな といひ伝ふ。 （後略）




























	 ＴＲ（男性）が浮気相手のＯＳ（女性）とできるだけ早急に完全に縁が切れるように完ペキに縁を切ってください。Ｒが一日も早く私のもとに戻りますようお願します Ｒが戻る際、女グセ、浮気グセ、借金グセの縁を切っ 下さい。 「縁切榎」様どうか宜しくお願いします。ＲとＯとの縁を完全に切って下さい。









































































期頃に女性雑誌に取り上げられて知れわたるようになり、その後再三マスコミに登場して全国から問い合わせや相談が殺到し、本来の勤めにも支障 出るほどだったそうである。 「それだけ、簡単に言い表 ないほど深刻な悩み。本来私の仕事では く カウンセラーなどの分野だと思うのですが、女の人から泣き声の電話がかか ば、むげに断るわけにも かないのです」というのが宮司の弁である。
この記事を目にして逸早く駆けつけねばと思い、早速足利へと出向いた。朱の鳥居をいくつ













ん（六二）が今月上旬、門田稲荷の境内でぼんやり立っている高校生らしい少年を見かけた。声をかけるとポッツリ、ポッツリと同級生から いじめ話をし始めた。 親や先生にも相談できずに、 「何とかいじめっ子 の縁を切りたい」とすがるような気持ちで埼玉県上尾市から訪ねて来たのだという。小倉さんは思わず少年と一緒に手を合わせ、「真先にこの子の縁切」を祈ったという。
この記事を目にしたのは、足利へ前回赴いてか
ら大分時が経過していた。改 て門田稲荷の実情を成城の大学院生に見せたいと い平成二十二年（二〇一〇）三月に総勢十数名で押しかけた。ところが絵馬懸の様相が一変しており、写真や藁人形の類は消え、底抜け柄杓も古いものが散見される程度であった。おどろおどろしいもの、いかがわしいものが一切姿 消し、スマートな絵馬懸に
写（5）　足利市・門田稲荷絵馬（2010年３月、及川祥平氏撮影）
二四
























































ろ近世までしか溯 ない。また、縁起に「縁切地蔵として男女の仲を呪ふ人達 その石像 何時の間にか削り取られてしまって云々」とある部分についてだが、今日でも、削り取った地蔵
縁切習俗の現在
二七
の石を飲み、相手にも飲ませると、その縁を切ることができると伝えられている。板橋の縁切榎 樹皮の効用と共通す が、こちらも近年はほとんど実行されていないよう あ 。
地蔵を削り取ってそれを飲み飲ませ、願いがかなっ























取ることはない。門田稲荷の場合は、丑刻詣りの形が取り入れられ、藁人形に写真をつけて釘で刺して祈願する、というおぞましいものも見られたが、ベースとなるものはやはり絵馬を祈願に際して奉納すると うものであった。そ 絵馬は、男女 背中合わせにして立っていたり座っている姿のものが古い型であるが、男女の縁切りにとどまらず、諸々の人間関係の絶縁、難病やいじめ、リストラや貧乏との絶縁等縁切の内容の多様化に対応し、汎用性のある図柄へと変化した。
しかしながら、図柄の変化以上に際立つのは願文の方である。従来は絵そのものに願いを託
し、 男女の名前と年齢だけを書き、 つつましやかに奉納するというものだった。今日のそれは、文字、文章表現を通して単刀直入に願いを神仏に送り届けるという で、 「縁切」と紙一面に書き連ねたり、 「お願いします」と何度も繰り返す懇願、強請姿勢のも ある。
また、絵馬奉納を省略し、願文を封書に入れて祈願する、という方法が主流になった野芥地
















































































































22）青柳種信編（福岡古文書を読む会校訂 『筑前國続風土記捨遺（下） 』 献出版
 
一九九三年
 
二五
五頁。
（
23） 「福岡県町村地誌」 『福岡県史近代史料編
 
福岡県地理全誌』福岡県
 
一九九五年
 
三九～四七頁。
（
24）佐々木滋覚『筑前の傳説』九州土俗刊行会
 
一九三六年
 
六九～七〇頁。
（
25）福岡県広報室編『郷土物語』三集
 
一九七一年
 
二～三頁。
（
26）宮田登『生き神信仰』塙書房
 
一九七〇年
 
二九～三三頁。
（
27）稲垣吉彦「饒舌と軽口の時代」 『現代日本文化における伝統と変容Ⅰ・暮らしの美意識』ドメス出版
 
一九八七年
 
一〇一～一二三頁。
